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【1】夏休み前まで   
5月の上旬に、「インゼミでやってみたいテーマは何か？」と話し合ったのが、今年のイ  































の夏休み前の時期に行ってもおもしろいんじゃないか、と思います。   
とにかく夏休み前のインゼミの取り組み方は改善の余地があると思いますので、これを  
読む後輩の皆さん、頑張って改善していって下さい。  











た。   
高経でもほぼ同時期に夏合宿を行い、そこで挙げられたテーマとこちらの上記したテー  
マを9月の中頃に交換しました。高経で挙がったテーマはJ「新宮渾構想についての評価」  
と、「為替の安定について」とい うことでしたので、お互いで候補に挙がっている「アジア  
（この段階では制度論的なものなのか国・地域を限定したものなのかは未決定）の為替制  
度」について、その中でも近年盛んに言われている「バスケットペッグ制」を軸にしてテ  













































ー92－   
こるのか、ということがどうしても論理的に示すことができませんでした。ディベートが  












○ 京大（肯定側）の主張  
①通貨バスケットの変化率をゼロにするように介入し続けることで名目実効為替レートが   
安定する。そうすることで為替のボラティリイティー（主要通貨間も含む）が解消され、   
貿易が盛んになる。また貿易が安定して伸びるという見通しが海外投資家の投資インセ   
ンティブを高め、直接投資や長期投資を呼び込むことができる。  
②バスケットの価値は∵定であるが個別レート（バーツドルレートなど）は変動するため   
に、危機をおこす程の過剰な資本流入は防げる。  
③金融政策の裁量度は失われるが、インフレバイアス的な政策をとる余地がなくなるとい   
うことは、かえって経済発展にとって望ましいことである。  
○高経（否定側。すなわち現状の管理フロート制の支持）の主張  




○ 質疑応答  
京大側は、産業構造改善事業や銀行の不良債権処理の為に低金利政策を行うことによ   
ってインフレが生じること、インフレが生じれば高金利政策を用いてそれを沈静化する、   
という回答を高軽から導きだし、金融政策が自由に行えることで全てが解決できるとい   
う高経の主張の矛盾を示しました。また、高経の主張の②③が、個別レートはある程度   
変動するバスケットペッグ制でも見られることで、管理フロートが望ましいとする根拠  
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○ 議論を振り返って  
結果は3－0で京大の勝ちとなりましたが、京大側が勝利に催する程良かったのか、   
と問われれば、もちろんNOでしょう。両校とも問題点、改善すべき点がいくつかあっ   
たのではないか、と思います。京大に関して言えば、資料を用いた高軽からの質問（対   
外債務残高に関して）に有効な回答を示せなかったこと、高軽からの質問に対して自分   
連が答えた回答を最終弁論に全く活かせなかったこと、自分達の資料を有効に使えなか   
ったこ 
さ、などが問題点としてあげられると思います。高経に関して言えば、京大の一番の弱   
点であった「名目実効の安定→輸出競争力の安定」を厳しく追及できなかったこと、京   
大から金融政策が自由に行えることによるデメリットを指摘された際に有効な回答が   
示せなかったこと、高経の主張の②③を経済成長にうまく結び付けられなかったこと、   
などがあげられると思います。  
あと、「投機」に関して一番意見が対立したのですが、投機は固定（バスケットペッ   
グ制）で起こりやすいのか変動（管理フロート）で起こりやすいのか、両校とも自分達   
の主張を相手に納得させることができなかった、というのも、両校の勉強不足を端的に   
表していると思います。講評をして頂いた高橋さんには、「そんなもんどっちでも起こ   
るに決まってるやろ。」と一蹴されてしまいましたが・‥。  
とまあ欠点ばかりを書いてきましたが、良かった点ももちろんあると思います。京大   
は質疑応答で得た回答を最終弁論にうまく活かせたと思いますし、高経は自分のところ   
の資料のみならず京大の資料をも自分達に有利に用いたのが良かったと思います。  






うまでもありません。この場を借りてお礼申し上げます。   
来年も後輩がこの素晴らしきインゼミを頑張ってくれることを願います。  
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